





































































している点で新規性が高い。一方、対象者の BMlは平均で約 30kg/m2であり、基準値 (BMI25 kg/m2以上)
では肥満に該当していても、実際には減量が必要なほどの肥満ではなかった可能性が考えられ、肥満による
種々の疾患リスクが高まる BMl35kg/m2以上に対象を絞った検討も必要ではないかとの指摘があった。
平成 24年1月 18日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(スポーツ医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
877 
